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Well-being in terms of mental states, values, and idea of self

心身の状態変化・価値観・自己観から捉えたウェルビーイング

ウェルビーイングをいろいろな側面から測ります

どんな研究
わたしたちはどんな時にウェルビーイング（身体的・精神的・社会的にいきいきとした状態）を感じるでしょ
うか。それを知るためには ①心や体の状態 ②自分にとって大切なこと ③他者との関わりを総合的に捉えるこ
とが必要です。本研究ではこれら３つを計測する独自の手法を考案しました。

どこが凄い

①心身の状態を身体感覚を反映しつつ直感的に記録できる感性表現語を用いた新たな経験サンプリング手法を
考案しました。②各個人で異なるウェルビーイングの価値観を簡易に可視化し共有できるツールを考案しまし
た。 ③自己と他者を切り離さない東アジアの思想伝統に依る全体論的自己観の程度を定量化するSelf-as-We尺
度を開発しました。

めざす未来
それぞれの人が暮らしの中でウェルビーイングを感じながら生きていくためには、自身の心身の状態や価値観・
自己観の在り方に主体的に気がつき、評価し、他者とともに行動していく必要があります。本研究は、心理学
や哲学、工学、デザインといった包括的な視点から、このプロセスを支援します。
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